
（仮称）丸森風力発電事業環境影響評価方法書に対する意見

本事業は，伊具郡丸森町において，最大で総出力 63,000kW 程度（定格出力 3, 200kW~4, 200kW 

級， 風力発電設備15基）の風力発電施設を設置するものである。 また， 本対象事業実施区域

（以下「事業区域」という。）は， 「風力発電導入に係る県全域ゾ ー ニングマップ（平成 30

年5月， 宮城県）」における「導入可能性エリア（丸森筆甫）」を参考とし設定されている。

風力発電事業は， 再生可能エネルギ ーの活用による低炭素社会の実現の観点からは望まし

いものであるe

しかしながら， 事業区域内には， 水源かん養保安林や阿武隈渓谷県立自然公園のほか， 複

数の住居等も存在している。

このため， 事業者は方法書の記載事項はもとより以下に述べる事項に十分留意した上で，

適切に調査， 予測及び評価を実施し， その結果を踏まえ， 環境影響評価準備書を作成する必

要がある。

1 全般的事項

(1)風力発電設備等の配置等の検討

風力発電設備及び取付道路等の附帯設備の位置， 規模， 配置及び構造の検討に当たって

は， 周辺の生活環境及び自然環境並びに景観等への影響について最大限考慮し， その検討

経緯を準備書に記載すること。

(2)調査， 予測及び評価の手法

調査に当たっては， 必要に応じて選定した項目及び手法を見直すなど適切に実施し， そ

の上で， 環境影響を可能な限り定量的な手法を用いて予測及び評価すること。

(3)事業計画等の見直し

上記のほか， 後述の個別的事項により， 事業実施による重大な影響を回避又は十分に低

減できない場合は， 必要に応じ事業区域の見直し等を検討すること。

(4)地域住民等への積極的な情報提供

事業区域周辺の住民， 立地する丸森町及び関係者に対して， 以下に留意し， 環境影響に

関する情報を積極的に提供するとともに， 理解を得ながら事業を進めること。

イ 事業区域周辺は， 令和元年東日本台風により甚大な被害を受けているため， 事業の

実施に当たっては， 土砂災害への対応方針を十分に説明すること。

ロ 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から実 施さ れ なかった環 境 影 響

評価法（平成9年法律第8 1号）に基づく方 法 書説明会 を代替す る説明会

を実施 し た上 で， 準 備 書 に結果 を 記 載 す る こ と。
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